
事業概要シート

≪

【事業の目的・概要・対象】

【背景】

4,176 千円

3,541 ≫千円

国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他 300 千円

一般財源 3,876 千円

担当課 市民環境部　スポーツ振興課 課長 橋本　学

担当者 小林　健一 問合せ先 0957-53-4111（内線187）

施策 0502 スポーツの振興
≪≫の金額　現年度当初・補正予算、前年度繰越額の合計
　　　　　　※補正予算要求時は今回の補正予算額を除く
　　　　　　※次年度予算要求時は次年度繰越額を除く

事業名 スポーツイベント開催事業 現状維持 予算額

事業期間 ～ 財
源
内
訳

根拠法令
要綱等

市

委託

イベント実施
・実行委員会
・地区町内会
・各スポーツ団体等

市民

協力

関係課・関係団体

 市民スポーツ大会は地区によっては高齢化や競技離れにより、参加者が減少している。そこで、市民の参加を促すため
に平成29年度から新しくボウリング競技、平成30年度にサッカー競技、令和元年度にペタンク競技を増やした。
 令和5年度以降も競技種目を検討し、誰もが参加しやすい市民スポーツ大会にしていく必要がある。
 チャレンジデー終了に伴い、新たにスポーツ振興・普及につながるイベントを検討する必要がある。

目的
　スポーツイベントの開催により、住民にスポーツを通じた親睦と健康づくりの場を提供し、参加してもらう
ことで生涯を通じた継続的なスポーツ活動の促進を図る。

概要
市民スポーツ大会、ロードレース大会、市民ウォーク、陸上カーニバル、チャレンジデー、ニュースポーツ
フェスティバル、市民体力測定会等の市民スポーツイベントを実施する。

対象
　市民
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【活動指標】

①

②

【成果指標】

①

②

【予算・決算】（千円）

指標名 単位
Ｒ４

(実績)
Ｒ５

(計画)
Ｒ６

(計画)
Ｒ７

(計画)
Ｒ８

(計画)

イベント実施数
（市民スポーツ大会、ﾛｰﾄﾞﾚｰｽ大会、陸上カーニバル、市
民ウォーク、ニュースポーツフェスティバル、市民体力測
定会）

計画値 回 7 8 7 7 7

計画値

指標名 単位
Ｒ４

(実績)
Ｒ５

(計画)
Ｒ６

(計画)
Ｒ７

(計画)
Ｒ８

(計画)

イベント参加者数
（チャレンジデー除く）

計画値 人 2937 6300 6350 6400 6400

計画値

事業費は当初・繰越・補正予算の合計額

年度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 合計
事業費 937 2,894 3,541 4,176 4,176 4,176 19,900

国庫支出金 0
県支出金 0
地方債 0
その他 300 300 300 900

一般財源 937 2,894 3,541 3,876 3,876 3,876 19,000
人件費 6,584 11,755 9,506 9,506 9,506 9,506 56,361

職員(人) 0.80人 1.35人 1.05人 1.05人 1.05人 1.05人 6.35人
時間外勤務(h) 198h 645h 750h 750h 750h 750h 3843h
会計年度任用職員(人) 0.20人 0.35人 0.20人 0.20人 0.20人 0.20人 1.35人

フルコスト 7,521 14,649 13,047 13,682 13,682 13,682 76,261

妥当性
(市の関与)

　市民スポーツ大会等は町内会長会連合会や大村市スポーツ推進委員協議会、市スポーツ協
会加盟団体等の協力のもとに大会運営を行っており、大会を統率、実施する上で市の関与は
必要である。

有効性
(施策貢献度)

　スポーツイベント本来の目的である市民の健康づくりに大いに貢献している。

効率性
(コスト)

　運営費に関しては見直しを行い最小の経費としており、これ以上の直接的な経費の削減は
難しい。

1次評価 担当者記載のとおり

2次評価 1次評価のとおり


